
令和3年度

予算のお知らせ

介護保険

　健保組合では、40 ～ 64 歳の被保険者（介
護保険第 2 号被保険者）から介護保険料を
国に代わって徴収し、国に納付しております。
令和 3 年度は、介護納付金 6 億 5,821 万円
に対し、介護保険収入は 5 億 3,970 万円と
なる見込みです。収入の不足分は繰入金 1
億 3,000 万円で補填します。
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健康保険

● 予算編成の背景
　新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、
人々の健康、そして社会経済にも甚大な影響を
及ぼしています。健保組合におきましては、少
子高齢化や医療の高度化により、厳しい財政状
況が続いているところですが、コロナの影響に
よる保険料収入の減少は避けられず、更なる財
政悪化が危惧されています。
　健康保険組合連合会はコロナが与える健保財
政への影響を公表し、健保組合の平均保険料率
は令和 3年度には 10.2％に上昇すると試算しま
した。令和4年以降、団塊の世代が75歳以上と
なりはじめ、現役世代が負担する高齢者医療へ
の納付金が急激に増加する「2022年危機」の到
来を待たずに、多くの健保組合で財政悪化が一
気に加速する恐れもあるとしています。
　国民皆保険を堅持するためには健保組合の存
続は不可欠であり、現役世代に偏った負担を是
正し、全世代型の社会保障への転換が急務です。

● 予算の概要
　当健保組合の令和 3年度予算は、総額 58 億
7,853 万円、実質的な収支状況を見る経常収支

で 4億 6,511 万円の赤字を計上する非常に厳し
い編成となりました。
　主な収入は、皆さまと事業主に納めていただ
く保険料で、50 億 3,419 万円（前年度比 2,044
万円増）を見込んでいます。
　一方、主な支出は、皆さまの医療費に充てら
れる保険給付費 28億 4,250 万円（同 2,264 万円
増）と、高齢者医療を支えるために国に支払う
納付金 21億 8,497 万円（同 8,699 万円減）とな
る見込みです。納付金は 2年前の精算金により
減少したものの、この 2項目のみで保険料収入
の 99.9％を占める重たい負担となっています。
収入の不足は、前年度決算からの繰越金や積立
金からの繰入金で補填します。
　当健保組合では、引き続き事務経費の節減に
努めるとともに、被扶養者の資格確認や医療機
関等からの請求のチェック強化、ジェネリック
医薬品の使用促進などを推進してまいります。
また、第 2期データヘルス計画に基づいて、皆
さま一人ひとりの健康に役立つ効果的な保健事
業を実施し、中長期的な医療費の節減に努めて
まいります。引き続きご理解とご協力をお願い
いたします。

経常収支で 4 億 6,511 万円の赤字予算となりました

前年度比0.4％増

前年度比 3.8％減
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収入総額
58億7,852万6千円

（53万4,411円）

収　入
調整保険料収入

6,910万8千円
（6,283円）／1.2％

保険料
50億3,419万円

（45万7,654円）／85.6％ 
健保組合の主な収入源。
事業主と被保険者折半で
納めていただきます。

健診や人間ドックなどの疾病予防事業、広報
誌などの広報活動にあてられます。

繰入金
5億6,000万円

（5万909円）／9.5％
収入不足を補うために、別途積
立金等から繰り入れます。

健保組合間の相互扶助のた
めに健康保険組合連合会へ
拠出します。

納付金
21億8,497万円

（19万8,634円）／37.2％ 
高齢者医療制度等を支援するた
めに国（支払基金）に納めます。

保健事業費
3億2,555万円

（2万9,595円）／5.5％ 

その他
1,183万6千円

（1,075円）／0.2％ 
積立金・雑支出など

その他
522万8千円

（475円）／0.1％ 
雑収入など

財政調整事業交付金
1億6,000万円

（1万4,545円）／2.7％ 
高額な医療費が多発した場合などに、健康保
険組合連合会から支給される交付金です。

繰越金
5,000万円

（4,545円）／0.9％
前年度決算から繰り越します。

保険給付費
28億4,250万3千円

（25万8,409円）／48.3％ 
皆さま（被保険者とご家族）の医
療費にあてられます。

その他
　　　    4万5千円

法定給付費
　  27億7,485万9千円
付加給付費
　　　   6,764万4千円

後期高齢者支援金
12億8,171万2千円

前期高齢者納付金
　 9億321万3千円

予備費
2億4,438万5千円

（2万2,217円）／4.2％

財政調整事業拠出金
6,910万8千円

（6,283円）／1.2％

支出総額
58億7,852万6千円

（53万4,411円）

支　出

事務費
2億17万4千円

（1万8,198円）／3.4％ 
組合の運営経費、理事会・組合会
開催の費用などにあてられます。
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